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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における業績は、主力事業である医薬品等ネットワーク事業が順調に推移したこと、

調剤薬局事業において既存店の処方箋枚数及び単価が順調に推移したこと及び新規出店やＭ＆Ａにより取得した店

舗が業績寄与したこと等により、売上高は23,352百万円（前年同期比8.6％増）、営業利益592百万円（同179.5％

増）、経常利益590百万円（同196.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益289百万円（前年同期は親会社株主

に帰属する四半期純損失９百万円）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。

①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、新規加盟件数が順調に推移したことに伴い受発注手数料収入が増加したこと等により、

売上高は875百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益471百万円（同7.4％増）となりました。

なお、平成29年６月30日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,841店舗、35病・医院の合計1,876

件（前連結会計年度末比106件増）となりました。

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第１四半期連結累計期間に調剤薬局５店舗を新規出店するとともに株式取得により

２社４店舗を取得する一方、２店舗の閉鎖及び事業譲渡を行いました。平成29年６月30日現在の店舗数は、調剤

薬局384店舗、ケアプランセンター１ヶ所、ドラッグストア８店舗となっております。

当社グループでは、地域住民の皆様の健康を様々な面からサポートする地域薬局として、在宅医療への取り組

みやかかりつけ薬剤師・薬局としての機能の発揮等を推進しております。当第１四半期連結累計期間における業

績は、これらの取り組みを進めたこと等により既存店の処方箋枚数及び単価が順調に推移したことや新規出店及

びＭ＆Ａにより取得した店舗の業績が寄与したこと等により、売上高は21,525百万円（前年同期比9.2％増）、営

業利益591百万円（同118.8％増）となりました。

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、サービス付き高齢者向け住宅ウィステリア４棟の賃貸収入が堅調に推移したこと等に

より、売上高は521百万円（前年同期比3.8％増）となりました。利益面につきましては、人員体制を強化したこ

とにより労務費が増加したこと等により、営業損失40百万円（前年同期は営業損失15百万円）となりました。

なお、「ウィステリア千里中央」の入居件数は、平成29年６月30日現在全82戸中26戸であり、引き続き積極的

な営業活動を行っております。

　

④給食事業

本事業に関しましては、契約単価の見直しや食材費の適性化を進めたこと等により、売上高は1,156百万円（前

年同期比0.1％増）、営業利益５百万円（前年同期は営業損失47百万円）となりました。

⑤その他事業

本事業に関しましては、売上高は33百万円（前年同期比8.7％減）、営業損失35百万円（前年同期は営業損失41

百万円）となりました。なお、当社連結子会社であった治験施設支援業務を行う株式会社エスエムオーメディシ

スの全株式を平成29年６月21日付で譲渡しております。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は52,175百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,437百万円増加し

ました。

流動資産は11,597百万円となり、前連結会計年度末に比べ498百万円の増加となりました。主な要因は、商品が増

加したことによるものであります。固定資産は40,577百万円となり、前連結会計年度末に比べ938百万円の増加とな

りました。主な要因は、建設仮勘定が増加したことによるものであります。

一方、負債の部においては42,585百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,492百万円の増加となりました。流動

負債は19,215百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,295百万円の増加となりました。主な要因は、短期借入金が

増加したこと等によるものであります。固定負債は23,370百万円となり、前連結会計年度末に比べ197百万円の増加

となりました。主な要因は、長期借入金が増加したことによるものであります。

また、純資産の部においては9,589百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,055百万円の減少となりました。主

な要因は、連結子会社株式の追加取得に伴う資本剰余金及び非支配株主持分の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月９日に発表した連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,252 2,255

売掛金 2,223 2,005

債権売却未収入金 723 791

調剤報酬等購入債権 408 407

商品 3,946 4,487

原材料 19 19

仕掛品 19 12

貯蔵品 69 64

繰延税金資産 491 354

その他 953 1,202

貸倒引当金 △10 △3

流動資産合計 11,098 11,597

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,144 10,134

土地 8,186 8,192

建設仮勘定 597 1,412

その他（純額） 2,317 2,337

有形固定資産合計 21,246 22,077

無形固定資産

のれん 13,184 13,292

ソフトウエア 541 508

その他 106 108

無形固定資産合計 13,833 13,909

投資その他の資産

投資有価証券 583 628

差入保証金 1,737 1,721

繰延税金資産 1,027 1,014

その他 1,242 1,260

貸倒引当金 △32 △32

投資その他の資産合計 4,559 4,591

固定資産合計 39,639 40,577

資産合計 50,737 52,175

決算短信（宝印刷） 2017年08月07日 11時49分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社メディカルシステムネットワーク(4350) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,144 9,808

短期借入金 456 2,364

1年内返済予定の長期借入金 2,790 2,758

未払法人税等 413 123

繰延税金負債 － 0

賞与引当金 1,145 626

役員賞与引当金 － 7

ポイント引当金 6 7

その他 2,963 3,520

流動負債合計 16,920 19,215

固定負債

長期借入金 18,479 18,621

繰延税金負債 1 1

役員退職慰労引当金 368 328

役員株式給付引当金 85 99

退職給付に係る負債 1,803 1,872

その他 2,433 2,446

固定負債合計 23,172 23,370

負債合計 40,092 42,585

純資産の部

株主資本

資本金 1,932 1,932

資本剰余金 1,742 991

利益剰余金 6,735 6,876

自己株式 △302 △302

株主資本合計 10,109 9,498

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 49 80

繰延ヘッジ損益 △1 △1

退職給付に係る調整累計額 △26 △28

その他の包括利益累計額合計 21 50

非支配株主持分 514 40

純資産合計 10,644 9,589

負債純資産合計 50,737 52,175
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 21,495 23,352

売上原価 13,324 14,283

売上総利益 8,171 9,069

販売費及び一般管理費 7,959 8,476

営業利益 212 592

営業外収益

受取利息及び配当金 3 3

業務受託料 9 12

設備賃貸料 23 20

雑収入 26 30

営業外収益合計 62 66

営業外費用

支払利息 62 51

雑損失 13 17

営業外費用合計 75 68

経常利益 199 590

特別利益

固定資産売却益 3 2

関係会社株式売却益 － 11

その他 0 －

特別利益合計 3 13

特別損失

固定資産除却損 0 6

店舗閉鎖損失 0 6

組織再編費用 － 15

その他 8 0

特別損失合計 8 27

税金等調整前四半期純利益 194 575

法人税、住民税及び事業税 91 135

法人税等調整額 109 149

法人税等合計 201 285

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7 290

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 0

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△9 289
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7 290

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14 30

繰延ヘッジ損益 △15 △0

退職給付に係る調整額 0 1

その他の包括利益合計 △29 31

四半期包括利益 △36 322

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △39 319

非支配株主に係る四半期包括利益 2 3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年４月４日付で連結子会社である株式会社ファーマホールディングの株式を非支配株主から追

加取得いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金が751百万円減少し、当第１四半

期連結会計期間末において資本剰余金が991百万円となっております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワーク

事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 203 19,717 382 1,155 36 21,495 － 21,495

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

647 0 119 － － 768 △768 －

計 851 19,718 501 1,155 36 22,263 △768 21,495

セグメント利益
又は損失（△）

439 270 △15 △47 △41 604 △392 212

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△392百万円には、セグメント間取引消去13百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△406百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワーク

事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 263 21,525 373 1,156 33 23,352 － 23,352

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

612 0 147 － － 759 △759 －

計 875 21,525 521 1,156 33 24,112 △759 23,352

セグメント利益
又は損失（△）

471 591 △40 5 △35 993 △400 592

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△400百万円には、セグメント間取引消去13百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△414百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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